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和文：基本表示／反転表示

「住宅地図」や「カーナビゲーション地図データ」で広く
知られる国内最大手の地図情報企業・ゼンリン（福岡県
北九州市）。同社は現在、独自の情報基盤である「ZIP」
（ZENRIN Information Platform）を生かし、課題
解決を通じて社会価値を創造すべく事業変革を図ってい
る。変革のカギとなる「人財開発」に向けて、同社は三
井住友ファイナンス＆リース（以下、SMFL）が提供する
経営支援プログラム「More Than Finance®」を採用
した。なぜ、ゼンリンはこのプログラムを採用したのか。
ゼンリン取締役上席執行役員・コーポレート本部長の戸
島由美子氏と、SMFL北九州営業部長の辻浩児に詳し
く話を聞いた。

SMFL Times
お客さま、社会、社員一人ひとりのためにできること。SMFLの「今」を読み解くストーリー

“SMFLならでは”の「金融×事業×DX」ソリューションを提供することで社会価値の創造と経済価値の拡大を目指します。
「幅広い金融機能を持つ事業会社」の強みを追求し、社会課題の解決に挑戦する私たちの「今」をぜひご覧ください。

“地図のゼンリン” が、企業共創・地域共創を軸とする活動を
推進し、今まさに進化を遂げようとしている。その象徴が、地
方自治体と連携した社会課題解決プロジェクトだ。地域共創活
動の一環として、2021年から2023年にかけ、長崎県内の自治
体（長崎市・佐世保市・大村市）と包括連携協定を相次いで締結。
観光DX、防災、まちづくり、行政業務の効率化など幅広い分野
に対し、ゼンリンの地図情報を活用して地域と連携し、課題解
決を図る。そして2024年4月には、深刻化している空き家問題
に関して、佐世保市と共同研究を行い、空き家を初期段階から
察知できる「空き家推定ツール」を発表した。ゼンリン独自の
データベースと、佐世保市が持つオープンデータを掛け合わせ
ることで、高精度に空き家状況を把握できる全国で初めての仕
組みだ。

こうした地域共創の実現を「人財開発」の面でサポートして

ファイナンスを超えた「ビジネスパートナー」として
──ゼンリンの事業変革に、「人財開発」で伴走
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いるのが、実は、SMFLの経営支援プログラム「More Than 
Finance®」だ。昨今、ゼンリンが直面してきた課題について、
同社の人事施策を統括する取締役上席執行役員・コーポレート
本部長の戸島由美子氏はこう振り返る。
「1948年の創業以来、当社は “地図” で成長してきました。

詳細な住宅情報を記載した『住宅地図帳』を生み出し、その後は
カーナビ用の地図データで車の運転に新たな価値をもたらすな
ど、地図情報サービスを通じて社会価値を創造してきたのです。
一方、当社を取り巻く昨今のビジネス環境は、AIをはじめとす
るテクノロジーの進展やさまざまな社会課題などを受けて、急
激に変化しています。刻一刻と変わる事業環境に迅速に対応す
るために、私たちゼンリンも自己変革に迫られたのです」（戸島
氏）

その変革を支えるのが、ゼンリン独自の情報基盤「Z I P」
（ZENRIN Information Platform）だ。あらゆる地

ち

物
ぶつ

を位置
情報として収集し、時空間データベースとして一元管理、お客
さまの用途に最適化してサービス提供まで行う。戸島氏は、「今、
当社は、ZIPを核として社会の多様なニーズに応えることで、サ
ステナブル社会の実現に貢献すべく、新たなビジネスモデルの
構築を進めているところです」と現況を明かす。

戸島氏の言葉が意味するのは、前中長期経営計画から着手し
てきた、従来の売り切りの「フロー型」から、クラウドやAIを
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株式会社ゼンリン 取締役上席執行役員・コーポレート本部長
戸島 由美子 氏

利用して継続利用できる「ストック型」へのビジネスモデルの
転換を踏まえ、持続的に成長していくための経営戦略である。
経営の舵を大きく切ったこの方針は、2025年4月に策定した
中長期経営計画「ZENRIN GROWTH PLAN 2030」（ＺＧＰ
２０３０）にも継承されている。ビジネスモデルのシフトを加
速するとともに、企業間での「企業共創」、自治体や地元企業な
ど地域との「地域共創」という2方面からの共創を軸に “ 課題解
決型ビジネス ” を確立し、社会的価値の創造を打ち出したのだ。

しかし、その方針に向けて、一つの経営課題が浮き彫りになっ
た。組織として、どのように “ソリューション営業” を行える人
財を開発し、変革後のビジネスモデルを推進するか──という
課題だ。立ちはだかった壁を、戸島氏はこう説明する。
「例えば佐世保市の『空き家推定ツール』で実現したような共

創での課題解決プロジェクトでは、顧客視点に立って価値提案
を行うソリューション営業が不可欠です。お客さまの声を丁寧
に聞き、課題を的確に捉えて、最適なソリューションを提案す
る。組織としてそんな人財を強化することが喫緊の経営課題で

した」（戸島氏）
そうして、ソリューション営業に長けた人財の開発に向けた

施策を探るなか、伴走役として浮上してきたのが、長年リース
を中心に取引していたSMFLだった。

テーラーメイドで唯一無二のプログラムを提供

ゼンリンとSMFL北九州営業部との取引関係は2010年にさ
かのぼる。SMFLはゼンリンに対して、パソコンやサーバーな

ゼンリンの中長期経営計画「ＺＧＰ２０３０」における事業方針。情報基盤となるZIP（ZENRIN Information Platform）で、「企業
共創」と「地域共創」を通じて「社会的価値創造」を目指す
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どのリースに加え、リース資産管理に特化した「スーパーネッ
トリース」や、固定資産の会計・税務に特化した「総合資産管
理サービスASP」、資産管理プラットフォーム「assetforce」と
いったDXソリューションを主に提供してきた。

SMFL北九州営業部長の辻浩児はこう語る。「社会課題解決
プロジェクトを推進するゼンリンさんの志は、“社会価値の創
造と経済価値の拡大のオーバーラップ” を掲げる私たちSMFL
の思いと響き合います。パートナーとして手を携えれば、より
大きな価値を社会にもたらせるのではないか。そう考えていた
矢先に、『顧客課題に向き合うための人財開発』という課題認識
をご共有いただきました」

相談を受けて辻が提案したソリューションは、リースやファ
イナンス、あるいは DX サービスとは全く別のものだった。
SMFL独自の経営支援プログラム「More Than Finance®」

（以下、MTF）である。SMFL が培ってきた経営ノウハウを
「Leadership」「Improvement」「Growth」「Teamwork」など

の領域で、金融の枠を超えて顧客の成長を支援するプログラム
で、顧客企業の課題やニーズに合わせたセッションが企画され、
テーラーメイドで提供する。

SMFL 北九州営業部長
辻 浩児

MTFの主な4つの領域とコンテンツ。SMFLが培ってきた経営ノウハウが領域ごとに分類された上で、実際のセッションは顧客の課
題ごとにテーラーメイドで企画される



長崎でMTFがスタート。
人財力の向上で、“地域共創” が深化
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SMFL Times
ではこのほかに
もエピソードを
掲載しています

お問い合わせ　　MTF推進部　TEL：06-6695-6139

（内容、肩書は2026年1月時点）

事業変革へのカギは、「人財開発力」と活用
──「More Than Finance®」で引き出されたゼンリンの底力

あわせて読みたい

More Than Finance®がもたらした共創の深化 後編

「正直なところ、意外なご提案でした」と戸島氏は打ち明け
る。「リースやファイナンスで取引のあったSMFLさんが、なぜ
人材開発のためのプログラムを……？ とはいえ、SMFLさんが
自ら蓄積してきた経営ノウハウに基づいて体系化された、実践
的なプログラムとの説明を辻さんから受けて納得しました。コ
ンサルティング会社や人材研修の専門会社による提案とは違い、
SMFLさんが “事業会社” として実際の現場で培ってきた知見
だからこその特別な有用性を感じ、期待が込み上げてきました」

（戸島氏）
辻もこう振り返る。「“ソリューション営業” を実践できる人

財を部署横断で育成したい、と戸島さまからお話をいただいた
時、すぐにMTFが頭に浮かびました。といいますのも、私が在
籍するSMFL北九州営業部も過去に2回、MTFセッションを実
施し、効果を実感していたのです。MTFのセッションは受講者
が自ら考え、気付くことを促す内容になっており、ゼンリンさ
んの課題をサポートすることができるのではないか、と考えま
した。SMFL社員として実際にMTFを体験していたからこそ、
今回自信を持って提案することができました」（辻）

戸島氏は、一般的な人材研修とは異なるMTFのある特徴にも
興味を引かれたという。「従来の研修は、受講で得た知見やモチ
ベーションも研修が終わると次第に現実に引き戻される。講師
から教えられるだけのノウハウは身に付きにくく、たとえ一時
的にモチベーションが高まっても、その後なかなか実践には結
び付きにくいものです。それに比べてMTFは、当社の課題を事
前にヒアリングしていただき、プログラム内容も当社用にテー
ラーメイドで企画したもの。ワークショップ形式で少人数のチー
ムでプログラムに取り組む過程で課題を自分ごと化して捉え、
気付きが得られるのです。受講して終わり、ではなく、明日から
すぐに実践できる内容は、実に魅力的でした」（戸島氏）

戸島氏はMTFの採用を決断。ゼンリンは、“ソリューション
営業の強化” という重要な経営課題に、SMFLの伴走を得て本

2024年7月と12月。ゼンリンは長崎支店で初めてMTFを実
施した。セッションの手応えについて、戸島氏は今、次のように
振り返る。「受講者はまず、ソリューション営業で求められるス
キルの理解を深めることができました。例えば、お客さまの課
題について事前に『仮説』を立てて整理する、潜在的な課題まで
深く掘り下げる──といったことなどです。課題の背景や真因
を探る重要性を、受講メンバーが深く認識できたことは、大き
な収穫でした」（戸島氏）

冒頭で紹介した自治体とのプロジェクトにも、その成果が生
かされている。「佐世保市での『空き家推定ツール』でも、仮説
を立て、対話を重ねて検証するというMTFでの学びが反映され
ています。地域共創プロジェクト全般で提案の質が上がり、現
場での合意形成もスムーズになりました。当社は地域との共創
を今後各地で展開する予定なので、引き続きMTFで得た学び
を活用していきます」（戸島氏）

ビジネスパートナーとしてのSMFLとの関係性も深まったと
いう。「リース取引の関係だけに限ると、SMFLさんと私たちが
直接対話する機会は年に1回程度しかありませんでした。しか
しMTFに基づく経営サポートを受けたことで両社の距離がぐ
んと縮まり、辻さんと面談する機会も格段に増えました。今後
は、リースやファイナンスといった枠組みを超えて、事業の相
談相手として伴走してくださることを期待しています」（戸島氏）

ゼンリンとSMFLの両社が、それぞれに掲げる理念と、それ
ぞれに見据える経営課題。今回の「More Than Finance®」で
はそれらが共鳴し、ハーモニーが生まれたといえそうだ。後編で
は、実際に展開されたプログラムの内容やその効果などに詳し
く追ってみる。

格的に乗り出すことになった。


